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要約：　本実践はインターネットを利用した国語科の学習である。

  豊かなコミュニケーションを行うために必要な言葉の力を、ゲーム感覚で学ばせていく実践で

ある。

　相手を意識した情報発信（言葉）に関して、を中学生と小学生の子どもたちが、それぞれの学

年に応じたねらいを持ちつつ、共に活動する中で学んだ実践である。

キーワード：　ネットワーク,教育,国語

１． 研究のねらい

中央教育審議会の答申・教育課程審議会の

中間まとめの中では、新しい教育の流れが明

らかなってきている。教室で学習する子ども

の中には、興味・関心、学習への態度など様々

な点で新しい価値観を持った子どもが増えて

きている。

現在の子ども達の日常会話やコミュニケー

ションの状況をみていると大変不安に思う場

面が多い。感情がすべてに優先する子ども、

深いコミュニケーションをできるだけ避けよ

うとする子ども、相互の意思の交流が自分中

心に回っていないと気が済まない子ども、問

題が起きてもその状況をただ時間の過ぎるま

で待っている子ども等、とてもコミュニケー

ションをしているとは言い難い状況が生まれ

ている。

「新しい酒は新しい革袋に」の諺通り、授

業そのものも、子ども達をはじめとする社会

の変化に対応して、新しくしていかねばなら

ない時が来ているのだろう。

このような状況の中、国語科においては、

コミュニケーション能力を育てることを中心

にした意図的・計画的な授業の必要性が高ま

っていると考える。自分の考えや意見が正し

いか否かを明らかにする学習ではなく、学習

者同士が関わり合い、他者との違いの中に自

分の考え方の捉え直しをしたり、話し合いか

ら新たなものを創り出す学習が、今まで以上

に大切にされ、学習の中心に据えられること

が求められている。

そこで、近年、急速な発達を遂げているも

のにインターネットに注目をしてみた。

インターネットを利用した話し合いが誰で

も日常的に行える状態は近い未来に実現でき

る。これからを生きる子ども達は、このネッ

トワークを利用し、我々よりも遥かに多くの

人々とコミュニケーションを行っていくだろ

う。

紙・文字・声という従来型のメディアだけ

でなく、インターネットというメディアにの

せて、コミュニケーションはさらに活性化す

るであろう。

インターネットを利用することにより、遠

く離れた子ども達同士の双方向のやりとりが

成立する。

そこで私たちは、学習の中でインターネッ

トを利用し遠く離れた

相手と共同学習をすることは、相手とだけ

ではなく、学級内の子ども達同士、さらに自

己の内部におけるコミュニケーションとその

能力をも深める役割も持つのではないかとい

う仮説を持った。

つまり、インターネットは子ども達の外部

と内部の両面にコミュニケーションを引き起

こすメデイアとなると考えたのである。

インターネットの利用は、強い相手意識を

学習者に持たせる。

それは、インターネットの向こう側で情報

を受信してくれる相手の存在が明確だからで

ある。しかし、相手がどのような存在である

か（人物像等）は明確ではない。

このことが、学級内の子ども達同士、自己

内対話といったコミュニケーションを生み出

す要因になっているのではないかと考えた。

本実践では、国語科の学習にインターネッ

トを利用することにより、双方の学級の子ど

も達に、強い相手意識を持った活動（話し合

いが中心）が生じさせる。その活動自体が、
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ネットワークを利用したコミュニケーション

のための言葉の力を育てることになると考え、

子ども達の活動にどのような変化が現れるか

を、実践を通して検証することをねらいとし

て取り組んだ。

２． 実践バーチャル宝探しゲーム

（１）ねらい

　ア　学習の場として

①子どもたちが主体的に取り組みたくな

り、学習活動そのものが楽しいもので

あること。

（小学生と中学生の双方が、「目的意識」

を明確にもって取り組めるものが望ま

しいと考えた。）

②電子メール機能を中心に活用し、言葉

でやりとりできるようにすること。

（電子メールは顔の見えない相手と文字

だけでやりとりする活動である。子ど

もたちが相手をどうイメージするか、

相手の反応にどう応答するかという活

動を通して、スムーズなコミュニケー

ションを行う言葉の力が育つと考えた

からである。）

　イ　情報活用能力を育てる国語科として

①伝えたい内容を要領よくまとめること。

相手によって説明の仕方を工夫したり、

相手の人が読んでわかってくれるよう

に工夫したりすること。

②コミュニケーションの環境を整えるよ

うに言葉を工夫して使用すること。

　　＜自分たちにとってプラスの返事が

来るようにしたり、相手の考えを予想

して相手が気づくように言葉を投げか

けたりすること。＞

（２）実践の概要

お茶の水附属中の生徒がホームページ上で

「宝探しゲームをしませんか」と誘い、それ

に対して中原小の児童が応え、中学校の中に

隠された宝物をホームページ上で探しに行く

仕組みとした。

小学生と中学生のやりとりは、インターネ

ットのwwwとメール機能を利用して行った。
ゲーム（学習）は、やりとりに慣れるため、

小学校から中学校までの経路説明から始まっ

た。

中学校にたどり着くまでに、３回から４回

のやりとりが繰り返された。

中学校到着後は、小学生から中学生に質問

し、その回答を元に宝物の場所を推理し、「ど

の教室のどこに宝物がある」と当てていくの

である。

宝物にたどりつくまでに、６回から７回の

やりとりが行われた。

やりとりは、次のように行った。

小学生は、電子メールの文章で中学生に対

して質問・説明をし、中学生はホームページ

の機能（WWW）を利用して、文章・図・写
真等で小学生に回答するようにした。

小学生側は６グループ３５名、中学生側は

それぞれのグループを２・３名で担当した。

小学生側のグループ同士は、ゲームに関し

ての情報交換はいっさい行わないことをルー

ルとした。

実践の概要は、図１に示す。

　　図１　実践概要

（３）学習の流れと子ども達の様子

　ア　中学生が第一問を出すまで

　　中学生達の最初の話し合いで、ゲーム中

のやりとりを小学生に慣れてもらうため、

中学までの経路説明を課題とした。

　　また、ゲーム自体は双方の子ども達が日

頃親しんでいるＴＶゲームのロールプレイ

ングゲームをイメージして行うこととした。

　   

　イ　第１問は小学生に身近な資料を活用さ

せた

　　中学生からの課題は、小学校の最寄り駅

から中学校最寄り駅までの交通機関、交通

費を電子メールで伝えることであった。

　　中学生からの誘いを受けた小学生は、校

内を（特に図書室と職員室・事務室）巡り、

次のような資料を集めた。

　(･時刻表･ﾊﾟｿｺﾝｿﾌﾄ駅すぱｰと･中学校受験
案内･東京都道路地図･首都圏鉄道路線図)
　　それぞれのグループが集めた資料をもと

に、中学校の位置を探し、最寄りとなる駅

を見つけ、中学生にわかりやい電子メール
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になるように表現方法を話し合った。

　　子ども達が表現方法として取り上げたも

のは、文章が２グループ、箇条書きが３グ

ループ、単語と記号の羅列が１グループで

あった。

　　小学生からの回答が届くまでの間、中学

生側は第２問の設定について話し合った。

　　第２問は、大学正門の写真を見せ、「あな

たはどうしますか。」という質問となった。

　ウ　第２問は小学生に自分たちの言葉を見

つめ直させた

　　中学生が用意した正門の写真を見た小学

生は、話し合いもほとんど行わず、「交番の

人（守衛）に聞く、学生に聞く」という回

答を送った。中学生からは、聞く内容を詳

しくしなければならない旨の回答があった。

　　そこで、小学生達は自分達の言葉が、内

容を的確に相手に伝えていないことに気づ

いた。守衛さんに何を尋ねれば、自分たち

が中学校までたどりつくことができるか話

し合った。

　　教師も話し合いの中に参加し、子ども達

に実際にやりとりをさせながら、最もよい

尋ね方を話し合わせた。

　　その間中学生は、小学生を大学正門から

中学校玄関まで、どのように誘導するかを

話し合っていた。

　　話し合いの結果中学生は、実際に守衛所

へ行き、予想される小学生の質問を守衛さ

んに尋ね、守衛さんの反応を取材した。

　　その結果、大学構内図と正門から中学校

までの道程を、訪問者の目線でデジタルカ

メラで撮影し、ホームページで小学生に知

らせる準備をした。

　　全体（大学構内図）と部分の情報（デジ

カメの画像）を組み合わせることによって、

目的が達成できるようにしたのである。

　　この課題は、小学生のグループに活発な

話し合いを生んだ。

　　構内図のどの建物が中学校なのか、道程

をたどる９枚の写真から読みとる。一人一

人の読みとりは様々であり、それらを一本

化するために、自分の考えと相手の考えを

比較しながら目的に到達させる話し合いが

行われた。

　　小学生は中学校の校舎を決定した後、正

門から中学校までの道程を説明する文章づ

くりに入った。

　　日頃「ここ、あそこ、あれ」という代名

詞で済ませている部分を、相手にわかる言

葉に表して文章を作らなければならなかっ

た。

　　このことは、メンバー一人一人の言葉に

対する感性を駆使しながら、文章を完成さ

せていく話し合いとなった。

　　お茶の水附属中玄関まで、一度のやりと

りで到着できたグループはなかった。

　　２回、３回とやりとりを繰り返し「おめ

でとう！玄関に到着」のメッセージをもら

った。

　　やりとりの回数が増すごとに、子ども達

のやる気は増し、文章作成や中学校の位置

確定のための話し合いは真剣になり、返事

を首を長くして待つようになった。

  エ　３回の質問で宝物に到達させるために
中学生は真剣に話し合った

    　お茶の水附属中玄関に到着した小学生
は、１回に３問の質問、それを３回までの

条件で宝を見つけ出ださなければならい条

件を出された。

　　ここまでの学習で、宝のありかを見つけ

出すにはどんな情報が必要か、相手から情

報を引き出すには、どのような記述方法が

よいかを学んだ。

　　このことを生かしながら、話し合いを中

心にしたゲーム（学習）が進められた。

  　限られた質問数の中で、相手から効果的
に情報を引き出すための文章表現として、

表１のような、構造的　　な質問もあった。

　　中学生側は質問内容から小学生側の考え

を話し合いで予測していった。次にどんな

質問が来るという点まで話し合い、回答を

行った。

　　宝へのイメージアプローチが十分でない

と予測したグループには、ヒントを出すと

いうことも行われた。

　　表１　質問例

 二回目の質問です｡
 1､社会科室と被服室と LL 室の部屋に
宝はありますか

 2､社会科室と被服室のどちらかの部屋
に宝はあります

 3､被服室と LL 室の中に宝はあります
か｡この中にあるかどうか教えてく

ださい｡さようなら。

（４）子ども達の感想
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　小学生側・中学生側にそれぞれの問題を解

決するための話し合いが必然的に生まれた。

　相手にどう情報を流そうか、相手からどう

情報を引き出そうかという相反する目的では

あるが、良きコミュニケーションをしようと

するために行われた話し合いである。

　この話し合いは、子ども達に、相手との関

わりの中で言葉を使おうとする態度を引き出

した。

　学習後、子ども達は表２と３に示すような

学習感想を出した。

   表２　小学生の感想
･ 相手は自分達より年上だし､中学生がい

やな風に思わないように敬語やていね

いな言葉に注意した｡

･ 何を要求しているのかをはっきりさせ

るために､文をなるべく具体的に書きま

した｡

･ 相手はもし自分だったら､こんな風に書

いてあるといいなと考えて書きました｡

･ ~で~のという所は､自分ではよくわか
らないので､相談しながら注意して書き

ました｡

･ 表現の仕方一つで相手に間違って伝わ

ってしまうかもしれないから､文章､言

葉づかい､表現のし方など､すべてに気

を付けるようにしました｡特に注意した

のは相手に正しく伝わる表現の仕方｡

･ お茶中の人と仲良しになり､ちょっと答

えづらい質問もやってもらえるように､

お茶中の人たちの文章表現をまねしな

がら､おもしろい表現を使って書いた｡

･ 宝の場所を見つけるために､関係のある

事だけを一生懸命に一文にしぼってい

った｡

･ 3 つの質問ができる時には､文中でなぜ
そのようなことが聞きたいかを書いた｡

･ 言葉に意味があるということは､言葉を

選んで話すことで､言葉を選ぶことは相

手の気持ちを考えることだと思った｡

  表３　中学生の感想
･相手が何を考えて質問しているかをしっ

かりと考え､それに対して自分なりの考

えを答えとして出せた｡

･答えをどうすれば､相手を納得させ､相手

を考えさせられるか苦労した｡

･相手が何を考えているのか､何が知りた

いのか､どのくらいのﾚﾍﾞﾙで考えている

か､簡単に答えがわかってはつまらない

から､相手のﾚﾍﾞﾙにあう答えを出すため

に考えた｡

･相手にわかりやすく答えを伝えるため

に､今回は写真を使った｡

･相手の考えを理解して､それに合ったよ

うに答える力がついたと思う｡

･答える側も質問する側も､自然に協力し

あってみんなで考えていたような気が

する｡

　相手もみんなで話し合って決めたのだ

ろうと思った。

･自分が答えていて､こういう質問をすれ

ばいいのにと思ったことがある｡

３． 実践から明らかになったこと

インターネットを利用することにより、外

部とのやりとりが必然的に生まれた。

この外部とのやりとりという設定は、学習

者に自ら学ぶ態度と意欲を引き出す要因とな

った。

つまり、インターネットというメデイアが

機能し、次のような活動を引き出したのであ

る。

・学級内の子ども達同士のグループ内に、

必然性をもった、活発な話し合い。

・コミュニケーションの相手の考えや、相

手から発せられた言葉の意味を積極的に

理解しようとする。

インターネットの利用により、このような

活動が引き出されたのは、インターネットは

相手の人間像がつかみにくい場であるという

特性からであろう。

外部とやりとりをする中で表現力を身につ

けさせる学習活動は、子ども達自信が自分の

言語活動を自己評価をしながら進める活動に

結びついていったのである。

つまり、自分たちの発信する言葉や内容が

よいかどうかを、常に問い直す活動が生まれ

たのである。

その活動は、グループ内の話し合いの活発

化という形で現れた。　身近な友だちとやり

とりをしながら確かめることは、ネットの向

こう側の人とのコミュニケーションの事前検

証として存在することがわかった。
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４． 実践後の理論研究と今後の課題

　Ｗ・Ｓ・ハウエルと久米昭元は『感性のコ

ミュニケーション』（大修館書店 1992）にお
いて、コミュニケーションのプロセスを図２

のようにとらえ、「両者は互いに相手のメッ

セージが送られてきた瞬間、自己の内部でモ

ノローグを行い、相手にメッセージを送り出

し、それが相手にどう受け取られるかについ

て、再びモノローグしながら、相手の次の反

応を待つのである。」と指摘する。

　このモノローグは実際に外から見えない。

　図２　モノローグのモデル

　しかし、コミュニケーションのサイクルの

中で、この内なるモノローグの部分を意識的

に外に見える形にすることで、単に発信し、

受信するだけでない、コミュニケーションの

あり方を学習者に意識させることになるだろ

う。

　すなわち、「双方が送り手と同時に受け手

となり、互いに影響を及ぼし合って、共同作

業をなしとげていくコミュニケーション」の

あり方を、子ども達が体験的に学んでいける

のではないだろうか。

　今回の宝探しゲームで言えば、中原小の児

童グループ、お茶の水の生徒グループをそれ

ぞれ他者とするコミュニケーションととらえ

る。

  すると、発信したと同時に、相手はどう受
け止めるだろうかと、あれこれと考えながら

待つ。また、相手からのメッセージを受け取

ると、次の発信をする前に相手への言葉をグ

ループ内でチェックしたり、反応を予想しな

がら発信内容を考えたりする行動が生まれる。

このことは、ちょうど自己内モノローグにあ

たる。

　つまり、一対一のコミュニケーションのプ

ロセスを、集団同士の形で擬似的にたどりな

がら、結果的にコミュニケーションのあり方

を学習していることにならないだろうか。

　そして、この擬似的モノローグは教師には

見える。

　そこに、指導・支援の手だてがとれるので

ある。

　また、他者の役割を担う存在がはっきりと

外なるものであるほど、擬似体験も明確なも

のになると予想される。

　ここに、同じ校内の他者ではなく、インタ

ーネットを介した他者である必要性がある。

　なお、同書ではコミュニケーションを「自

分と相手との間で協力して作り上げるジョイ

ントベンチャーである」ととらえ、次の特性

をあげている。

　①　相互作用的・相互依存的である。

　②　継続性・進行性のものである。

　③　自由で対等な関係

　④　構築することも壊すことも可能

　⑤　繰り返しも取り消しも不可能

　本実践は計画段階より、ＣＳＣＷ

（computer supported cooperative work）の
考えを取り入れようとしたものであったが、

対人コミュニケーションの本質はジョイント

ベンチャーであるとする両氏の理論は、今後

のインターネットを利用した共同学習、創造

活動の研究的実践を進めていく上からも大い

に関心のあるところである。


